
広島商船高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 物流管理論
科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 商船学科（航海コース） 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 担当教員の自作テキストを配布します。
担当教員 水井 真治
到達目標
（1）輸送、保管、荷役等の一般物流の概念を概ね説明できる。
（2）港湾の役割を概ね説明できる。
（3）港湾料金の決め方、港湾投資の考え方を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目１
輸送、保管、荷役等の概念を概ね
理解し、物流の基礎概念を説明で
きる。

輸送、保管、荷役等の概念を概ね
理解し、説明できる。

輸送、保管、荷役等の概念を概ね
理解していない。

評価項目２
港湾の役割を概ね理解し、その種
類、港湾に関連する法令をほぼ説
明できる。

港湾の役割を概ね理解し、その種
類、港湾に関連する法令をほぼ説
明できる。

港湾の役割を理解できていない。

評価項目３
港湾料金の項目ごとの決め方、港
湾投資の考え方を理解でき、かつ
説明できる。

港湾料金の決め方、港湾投資の考
え方をほぼ理解し、説明できる。

港湾料金の決め方、港湾投資の考
え方を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 海上輸送は、物的輸送のみならず一般的な生産と消費の物流体系の一部を担っている。この授業では輸送、保管、荷役

等の内容に加えて港湾における物流概念についても学習する。商船分野の専門的な知識・技術の習得が目標である。

授業の進め方・方法 （1）専門的な能力を習得する科目である、学習内容をしっかりと身につける必要がある。
（2）学習内容の定着には日々の予習復習が不可欠である。配布するテキストを用いて主体的に学習すること。

注意点 （3）毎回、授業の後に予習課題または復習課題を渡します、必ず、提出して下さい。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 物流の基礎 物流・流通機能及び物流発展の歴史を理解する。
2週 物流の基礎 物流・流通機能及び物流発展の歴史を理解する。
3週 物流システム 物流システムの基礎理論について理解する。
4週 物流システム 物流システムの基礎理論について理解する。

5週 輸送活動 我が国の輸送機関毎の役割及び特に、内航海運業界の
現状について把握できる。

6週 輸送活動 我が国の輸送機関毎の役割及び特に、内航海運業界の
現状について把握できる。

7週 保管活動 貨物保管の現状と基礎、在庫の基礎を理解できる。
8週 包装活動 包装技術の概要、包装の基礎を理解する。

2ndQ

9週 物流概論 物流・流通機能に関して復習または課題を行う。

10週 港湾工学概論 港湾の役割、港湾の種類、港湾に関係する法令、港湾
活動と経済の関係を理解する。

11週 港湾工学概論 港湾の役割、港湾の種類、港湾に関係する法令、港湾
活動と経済の関係を理解する。

12週 港湾工学（その１） 港湾料金の算定方法について理解する。
13週 港湾工学（その１） 港湾料金の算定方法について理解する。

14週 港湾工学（その２） 港湾における投資の決め方及び在庫管理について理解
する。

15週 港湾工学（その２） 港湾における投資の決め方及び在庫管理について理解
する。

16週 答案返却・解説
学生アンケート

評価割合
定期試験 小テスト レポート・課題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


